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広報室 
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（E-mail  kohos@mukogawa-u.ac.jp） 

 

大学院生が歴史的名建築・甲子園会館を徹底解剖！ 

図面、模型、CG、映像で読み解く展示会 

「甲子園会館に学ぶ/で学ぶ」を兵庫県立美術館で開催 

 

武庫川女子大学は建築学部の学び舎である「甲子園会館」の建築としての魅力を読み解く

展示会「甲子園会館に学ぶ/で学ぶ」を 9月 15日から 27日まで、兵庫県立美術館で開催

します。甲子園会館は、1930年に竣工した旧甲子園ホテルで、フランク・ロイド・ライト

の愛弟子である遠藤新が設計し、同じくライトが手掛けた東の帝国ホテルと並び称された

名建築ですが、竣工当時の実施設計図等はほとんど残っておらず、細部は謎に包まれてい

ました。今回、現状の建物を実測して平面図や立面図、断面図、矩計図を起こし、特徴的

な装飾を原寸図に描きました。また、ホテル時代の客室を CGで再現。当時のホテル客に

なった気分で館内をめぐる動画を上映します。 

 

旧甲子園ホテルは戦前、阪神間モダニズムを代表するホテルとして多くのセレブリティを

もてなしましたが、戦争のためホテルとしての稼働期間はわずか 14年でした。1965年に武

庫川学院が国から払い下げを受けて教育施設「甲子園会館」となり、2006 年から建築学部

の学舎として活用しています。2009年に国の登録有形文化財に指定されています。 

 

建築物の設計、施工には、平面図や立面図、断面図等に加え、寸法や素材を詳しく示した詳

細図等が欠かせません。甲子園会館は建設前の基本設計図や施工図の一部が断片的に残る

ものの、変更や改修により現状と合致しない部分も多く、竣工当時の正確な姿を知る手がか

りがほとんどありませんでした。 

 

竣工から 90年を超え、2022年から屋根の葺き替えを含む大規模改修を実施中。日頃は見る

ことができない棟飾り等も屋根から降ろして解体することから、「この機会に建物の詳細を

mailto:kohos@mukogawa-u.ac.jp


2 

 

資料に残そう」と、大学院建築学研究科修士課程の授業（実務経験にカウントされる「建築

設計実務」及び「建築保存修復インターンシップ」）で、約 30人が取り組みました。 

 

調査は現在の甲子園会館を基準にしました。展示するのは、地階から 4階までの平面図、東

西南北それぞれの立面図、南北の断面図、窓や天井の寸法、カーペット、ボーダータイル、

日華石など材料を示した矩計図。50分の１の縮尺の模型で建物全体を正確に再現しました。

また、建物の内部や外壁に施された多彩な装飾を学生が正確に書き写した装飾原寸図もパ

ネル展示します。さらに、甲子園ホテル時代の客室を、現状やホテル時代の写真から推測し

て CGで再現。シングルルーム２タイプ、ツインルーム、和洋室のスイートルームの４室を

めぐる動画を作りました。現状や写真と組み合わせることで、用途を変えながら息づいてき

た名建築を、時空を超えて楽しめる映像になっています。 

 

調査により様々なことがわかってきました。帝国ホテルは「インチ・フィート」を尺度に設

計されていますが、甲子園会館をこの尺度で計測するとサイズが合わず、メートル法でも合

致しないことから、日本式の「尺貫法」で設計、施工されていたことが明らかになりました。

また、装飾には 1930年当時、世界的に流行し始めていたアール・デコの影響が色濃くみら

れます。展示では、アメリカのミッドウェイガーデンや、ライトが日本で手掛けた山邑邸な

どと比較しつつ、旧甲子園ホテルを日本における数少ないアール・デコ様式の傑作のひとつ

として位置づけ、新たな価値を提示します。 

 

圧巻の装飾原寸図は西ホールの天井飾りや窓ガラス、シャンデリア、打出の小づちや水玉を

表現した外壁のレリーフなど 13種。いずれもパネルの高さが２～５ｍあり、最も大きいも

のは 5・1ｍ×3・4ｍの大作です。 

屋上のレリーフの装飾原寸図を手掛けた修士 2年、馬場裕実子さんは「実際に紙を当ててト

レースしたり、メジャーで測ったりすることでスケール感をつかむことができ、細かな意匠

に気づくことができました。手描きの迫力と素材感や奥行きを感じ取ってもらいたい」と話

しています。 

 

動画を作成した修士 2年、日下雛子さんは「写真や一部残っている平面図、教室として使っ

ている現在の姿から推測しながら忠実に再現しました。当時の客室では、窓からの建物の見

え方にも工夫があり、名建築ホテルとしての魅力になっていたのでは、と感じました」と話

しています。 

 

タイトル 「甲子園会館に学ぶ/で学ぶ」 

副題 「わたしたちが引き継ぐ F．Ｌ．ライトの愛弟子 遠藤新による歴史的名建築」 

 

会期 9月 15日（木）～9月 27日（火） 

時間 10時～18時（最終日のみ 15時まで） 
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場所 兵庫県立美術館 ギャラリー棟 3階ギャラリー 

休館日 20日（火）、26日（月） 

入場 無料 

 

学生や教員にぜひ、取材をお願いします。写真のご提供も可能です。 

取材のご希望、本件に関するお問い合わせは 

広報室 Tel 0798-45-3533 

        メール kohos@mukogawa-u.ac.jp 

へお願いします 

 

 

 

 

模型を作る学生たち 
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装飾原寸図を点検する学生 

CG で再現したホテル時代の客室 


